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肥育中期以降の粗飼料給与レベルが但馬牛去勢牛の

増体と肉質に及ぼす影響

同 意生・・岩木史之・・道後泰治*

要約

同一父牛の産子である但馬牛去勢牛12頭を用い，肥育牛の増体と肉費に対する肥背中期以降の組

飼料給与レベルの影響を調べた.粗鋼料の給与レベルが異なる 3区を設定した.全飼料中組鰐料か

らの可消化養分総量 (TDN)給与割合が，肥脊中期 (16司 22か月齢〉と杷脊後期 (23ω30か月齢〉で

それぞれ20%と15%を高組踊料 (H)区， 15%と10%を中粗飼料 (M)区， 10%と5%を低組飼料

(L)区とした.組飼料はイナワラのみを給与し，濃厚鰐料は中期配合 (TDN: 72.4%，組蛋白質:

15.3%)と後期配合 (TDN: 73.0%，組蛋白質:13.3%)を与えた.

1 :f:普体量及び胸臨は， M及びL底に比べH区が低い傾向を示した.

2 枝肉性状に鰐しでは，指肪交雑，肉色，筋器脂肪厚及び皮下脂肪厚は各区で顕著な差が認めら

れなかったが，枝肉重量とロース芯面積についてはH震に減少が，また， L区のロース芯に 4頭

とも変形が見られた.

3 枝肉脂訪の全不飽和脂肪酸都合は各区の間で有意な差は毘られなかったが， リノール酸割合に

ついてはL区に対してH区の有意な低下が認められた.

4 {.e.馬牛去勢牛の粗飼料給与レベルは，粗飼料からの TDN給与割合として肥育中期では15%，

後期では10%が適当と考えられた.

Effects of Dietary Roughage Level on Growth and Meat Quality in the Tajima 

Strain of Japanese Black Steers at Middleωand Late“Fattening Stages 

Akio OKA， Fumiyuki IWAKI and Taiji DOGO 

Summary 

The effects of roughage level o.n growth， beef quality during the middle-and late-fattening 
stages in the Tajima strain of Japanese Black ste巴rswere investigated. Twelve steers， which 

were 16 months old were divided into 3 groups: a high roughage group (狂)， a medium 
roughage group (M) and a low roughage group (L). The animal iri. H， M and L groups were 
fed a diet containing 20%， 15% and 10% roughage on a TDN basis， respectively， during the 

middle fattening stage (16 to 22 months of age). Then they were fed a diet containing 15%， 

10% and 5% roughage， respectively， during the late fattening stage (23 to 30 months of age). 
(1) Average daily gain and heart girth tended to be lower in H than in M and L. 
(2) Carcassweights and longissimus muscle areas tended to be lower in H than in M and L. 

There were no significant differences in marbling， color， subcutaneous fat thickness nor 
intermuscular fat thickness among the groups. All the longissimus muscles in L changed 
shape. 

(3) The total unsaturated fatty acid content among the groups was not significantly 
different， however， the percentage of linolic acid in H was lower than that in L. 

(4) These results suggest that feeding 15% roughage on a TDN basis at the middle stage and 
10% roughage at the late stage gives a preferable carcass for the meat industry. 

キーワード:黒毛和種去勢牛，粗鏡料，肉質，増体，脂肪酸組成
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緒言

肥育牛に濃淳飼料を多給すると粗鰐料を多給したとき

よりも増体が良くなるが，組飼料給与量が極端に少ない

と第一胃の機能低下により増体量が低下することがある.

黒毛和種肥育牛において把育前期 (9-15か月齢〉には良

質な粗飼料の給与が必要であり，組飼料からの TDN給

与都合は30%程度が適当と考えられているω. また，牛

肉の鼠味に大きく欝与する脂肪酸組成は，杷予脊著期間中の

組鰐料給与レベルlにこ影響されるとの報告もあるsι.6.ω 

しかし，但馬牛肥育牛における肥育中期以降 (16か月輪

以降)の粗飼料給与レベルに憶する報告はない.

そこで，但馬牛肥育牛の最適な粗館料給与レベルを明

らかにするため，その増体と肉質に対する肥湾中期以降

の組館料給与レベルの影響を検討した.

材料及び方法

1 供試牛及び院分

間一父牛(谷美土井)の産子である16か月齢の去勢牛

12頭を用い，粗錦料の給与レベルにより 3区(各4頭)

に分けた.今回の試験で用いた粗飼料給与レベルは，野

外で応用可能な範囲内とした.すなわち，全飼料中粗飼

料からの可消化養分総量 (TDN)給与割合が肥育中期

(16-22か月齢)と肥育後期 (23-30か月齢)で， それぞ

れ，高組館料 (H)区は20%と15%，中粗飼料 (M) 区

は15%と10%，抵粗鰐料(L)区は10%と5%とした.

粗飼料としてはイナワラのみを給与し，濃厚飼料として

は，大麦，加熱圧ペントウモロコシ，一般フスマ及び大

豆粕を25: 30 : 35 : 10の割合で配合した中期配合 (TDN

: 72.4%，粗蛮自費:15.3%)と伺じく 35: 30 : 30: 5 

の割合で配合した後期配合 (TDN: 73.0%，組蛋白質:

13.3%)を与えた.給餌は朝夕 2回行い、残錦を毎日測

定した.体重，体高，胸聞は毎月測定し， 30か月齢でと

畜した.

2 血液性状

血液は鰐料給与後 4~5 時間後に16か月齢から 2 か月

路隔で採取し，血-清中総コレステロール，尿素窒素，遊

離脂肪酸， GOT， r-GTP及びβ側カロチンそ測定した.

総コレステロール，尿素窒素， GOT及び r-GTPにつ

いて血液自動分析機(富士ドライケム5500，富士フィル

ム)により測定し，遊離脂肪酸はキット (NEFA-Cテ

ストワコー，和光純薬)を用い測定した. βーカロチン

は高速液体クロマトグラフで分析した.

3 第一胃液性状

第一腎液を16，22および30か月齢時の飼料給与前に採

取し，その pHはpHメータで謀材直後に，揮発性脂訪

酸はガスクロマトグラフでそれぞれ測定した.

4 枝肉性状

枝肉性状は日本食肉格付協会の牛枝肉取引規格に従っ

て評価した.また，枝肉断磁の筋肉内(ロース芯)，筋

罰，皮下および腎臓周闘の脂肪そ採寂し，ガスクロマト

グラフによりミリスチン酸(C14:0)， ミリストオレイ

ン酸(C14: 1)，パルミチン酸 (C16: 0)，パルミトオ

レイン酸 (C16: 1)，ステアリン駿(C18: 0)， オレイ

ン酸(C18:1)， リノール酸 (C18:2)， リノレン酸 (C

18: 3)，アラキジン酸 (C20: 0)の組成を分析した.

5 統計処理

試験区を変動部とする分散分析を行い，有意性の検討

を5%水準で行った.また，データは平均値土標準嬬華

で示した.

結 果

1 飼料摂取量

銅料摂取量は TDN換算でM区が多く五区が少ない傾

詞を示した(表1)， H区は粗飼料の残鶴が多く，当初

の設定より組飼料からの TDN給与割合が低くなったが，

M区及びL区ではほぼ設定通りの粗鋼料給与割合となっ

た(表1)，

2 体薫，体高及び胸臨

体重はばらつきが大きく，各区の鶴に有意な差は認め

られなかったものの，日区がMIR及びL区よりも小さい

傾向を示した(表2)，一日増体盤は中期では各区とも

約0.7kgであったが，後期にはH区が0.46kgと他区より

も低くなった.また，体高は各区で差が見られなかった

が，五区の胸聞は他区に比べ小さい傾向が見られた(表

2 ). 

表 1 1蹟当たりの TDN摂取量および飼料効率

項 目 高組鰐料中粗銅料低組飼料

TDN摂取量 (kg)

濃揮館料 2118 2341 2398 

粗鰐料 350 298 174 

~ 計 2468 2639 2572 

粗飼料TDN割合(%)

中期c1ふ22か月齢) 17.1 14.1 9.5 

後期 (23-30か月齢) 11.8 9.1 4.7 

飼料効率・ 10.2 9.4 9.4 

* : TDN摂取量/増体重
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表 2 体重、体高および胸囲

項目

体重 (kg)

16か月齢(試験開始時)

22か月齢

30か月齢(試験終了時)

1 B増体藁 (kg)

中期 (16同 22か月齢)

後期 (23-30か月齢)

全期間

体高 (cm)

16か月齢(試験開始時)

30か月齢〈試験終了時)

胸囲 (cm)

16か月齢〈試験器始時)

30か丹齢(試験終了時)

mg/dl 

30 I 尿素窒素

25 

20 

15 

10 

5 

。

高粗飼料

386.0 こと 22.3 
514.3土 54.0
626.8土 69.7

0.68土 0.18
0.46土 0.15
0.56土 0.11

124.6 こと 2.4 
138.0 こた 2.7 

173.5土 3.5
214.8土 9.7

14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

μEq/I 

300 遊離脂肪敵

250 

200 

150 

100 

50 

。
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

U/I 

50 r y-GTP 

40 

30 

20 

10 

。
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

月齢

中粗飼料 低粗館料

384.3 こた 21.7 390.3土 12.3
521.3士 25.7 523.3 ごと 22.5 
663.8 ::t 49.9 664.8 ::t 31.4 

0.73 こと 0.03 0.71土 0.13
0.58土 0.11 0.58 ::t 0.04 
0.65土 0.07 0.63 ::t 0.08 

125.2 こと 3.9 126.0土 3.0
138.0 二七 3.6 138.8土 3.3

175.5土 3.0 176.2 こと 1.3 
223.3 ::t 4.8 223.0土 3.9

mg/dl 

250 
総コレステロ…ル

200 

150 

100 

50 

。
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

U/I 

200 GOT 

150 

100 r 

50 

。
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

μg/dl 

30 I B‘カロチン
25 

20 

15 

10 

5 

。
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

月齢

叩省一高級飼 料 一 泊 ー 中 粗 飼 料 一 寸 ー 低 粗 飼 料

図 1 血清中牒素窒素、総コレステロール、遊離脂肪霊堂、 GOT，r-GTP及びかカロチン濃度の推移

*高粗鰐料区と低粗鰐料区の関に有意差あり (Pく0.05)
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図 3 第一胃液中揮発性脂肪酸の推移
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関4 皮下脂肪の不飽和脂訪重量割合の推移

表3 枝肉性状

項目 高担飼料 中組飼料 低粗飼料

枝肉重量(ぬ) 394.3土47.6419.7土34.0423.4:t 21.6 

脂肪交雑 (BMSNo) 6.0土2.2 6.3 :t 2.2 6.3土2.2

肉色 (BCSNo) 4.3土0.5 4.0土0.8 4.0二七 0.8

ロース芯麗積 (cnf) 48.5土6.8 55.3土5.7 51.3土6.2

筋間脂肪厚 (ω)

皮下指肪揮 (cm)

6.8土0.6 7.1土 0.2 7.0土0.9

2.5土0.8 2.1土 0.2 2.7土0.5

表4 枝肉脂肪の脂肪駿組成(%)

項目 高粗飼料 中粗錦料 低粗鰐料

皮下脂肪

C16:0 24.8:t 1.0 25.0:t 1.2 25.3土0.8

C16:1 7.4 ごと 0.7 6.9:t 1.4 6.5 太 0.6 

C18:0 6.4土 0.3 6.0土1.1 6.2土0.7

C18:1 52.2 土1.3 52.7 土0.5 52.7 ごと 1.8 

C18:2 2.4 こと 0.2" 2.7:t 0.3"b 2.7 土 O.P 

不飽和・ 65.1土1.1 65.5土1.8 64.9二t1.9 

筋鵠脂肪

C16:0 23.2 :t 2.1 23.7土1.4 23.0土1.1

C16:1 4.7土1.0 4.7土0.7 4.5土 0.2

C18:0 10.3土1.4 9.5こt1.1 9.5土0.8

C18:1 54.6ま 2.5 54.5土1.9 55.0土2.1

C18:2 2.2土 0.2" 2.5土O.4ab 2.6土 O.P

不飽和・ 63.5土3.0 63.7土 2.4 64.3土 2.2

ロース芯脂訪

C16:0 26.9土 2.0 26.9土2.3 27.3:t 1.5 

C16:1 4.1土 0.5 4.0土 0.5 3.7 :t 0.2 

C18:0 11.0土0.7 10.2土0.9 11.1 :t 1.1 

C18:1 51.1土 2.0 51.8土2.2 50.4土 3.1

C18:2 2.1土0.1" 2.3:t 0.3"b 2.4土 O.P

不飽和・ 59.0土1.7 59.6土3.0 58.2 :t 3.0 

腎臓脂肪

C16:0 25.2土1.4 27.0土0.8 23.7土1.7

C16: 1 2.3土0.5 2.6土0.6 2.3 :!: 0.3 

C18:0 19.1 土 2.0 17.2 土2.7 18.7 ニヒ 1.2 

C18:1 46.9土1.4 46.4土 2.5 48.8 :t 3.3 

C18:2 2.3 ごと 0.2 2.2 土0.5 2.6 土 0.4 

不飽和・ 52.6土 2.0 52.6 :t 3.2 54.8土 3.0

*不飽和脂肪酸はC14:1，C16:1， C18:1， C18:2， C18:3の合計

3 血液成分

血液成分では総コレステロール，尿素窒素及び遊離脂

肪酸は試験期間を通じて顕著な変化は認められず，各区

鶴に有意な差は見られなかった(歯1). GOT， r-GTP 

は各区間で有意な差が毘られなかったが， GOT は20~

26か月齢で全体的に高い{頃向を示した. βーカロチンは

各区とも月舗が進むにつれて抵下したが. L区はH区に

比べ有意に低い績を示した(図1).
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写真 1 各区の枝肉断面

4 第一胃液性状

第…胃液の pHについては， 22か月齢時にH区が伯区

よりも高い傾向を示したが， 30か月齢では差は見られな

かった(図 2).揮発性脂肪酸組成では，酢酸は L区が

他区に比べ低い舘向を示し，プロピオン酸はL区が高い

額向を示した(鴎 3). 

5 枝肉成績

校府性状に関しては，脂肪交雑，肉色，筋賠脂紡厚及

び皮下脂肪淳は各区で顕著な差が認められなかったが，

技掲重量とロース芯面積については日産に減少傾向が克

られた(表 3).また， L産のロース芯は写真 1に示す

ように 4頭とも変形が認められた.

6 脂肪酸組成

皮下脂肪の脂肪酸組成は各区とも肥育が進むにつれて

不錨和脂肪酸の割合が増加したが， 22か月齢ではL匿の

不飽和路肪酸割合が地の区に比べ高い傾向を示した(関

4 ).枝肉脂肪の脂肪酸組成では，腎臓周盟脂肪の不飽

和脂肪酸割合はL区で低い傾!匂が認められたが，他の部

位では各匿で顕著な鷲は見られなかった(表 4). しか

し，胸最長筋，筋関及び皮下脂肪の C18:2割合につい

ては， L区に対して日区の有意な低下が認められた(表

4). 

考 察

組飼料からの TDN給与割合は，日区では組飼料の残

飼がみられ当初の設定よりも低くなり，後期には11.8%

となった. このことは偲，塙牛去勢牛の肥育後期の粗餌料

給与割合がTDN換算で10%を超えると全体の飼料摂取

景が抵下する可能性そ示している.肥育牛では，粗飼料

を多給するよりも濃厚鯛料を多給する方が館料効率が良

くなると言われている 1.2. 7. 9九、本試験においても…臼

増体震は後期に狂区が他の区よりも低くなり向様の結果

が得られた.

血液成分では各区の総コレステロー jレ，尿素議案およ

び遊離指肪駿に有意な鑑が認められなかったことから，

各区の牛の栄養状態に極端な差はなかったと考えられる.

また， β同カロチンはL震がHIRよりも有意に低い績を

示したが，これはβωカロチンを含んでいる粗館料の給

与量の差によるものと推察される.

一般的に粗飼料を多給すると第一習液の酢酸割合が増

え，濃厚銅料を多給するとプロピオン酸都合が増加する

と言われている.今居の試験では同様の傾向は認められ

たが，粗飼料給与レベルに極端な差を設定していなかっ

たので有意な差はみられなかったものと考える.

枝肉性状では，脂肪交雑，肉色，皮下脂肪厚は各産で

顕著な葦は認められなかった.粗鋼料を多給すると蓄積

脂肪が少なくなることが報告されている 5.10.11) しかし，

これらの報告での組錦料給与割合は，組飼料からのTDN

割合として25%あるいは放牧と本試験よりも多くなって

いる. したがって，今回の試験で用いた組館料給与割合

では脂肪交雑に影響しないと考えられる.また，ロース

芯の変形についての詳細な報告はないが，肉牛生産者の
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間では肥育前期に濃障飼料を多給すると変形が多くなる

と蓄われている.今回の試験では肥青前期までは各区と

も充分な糧鰐料(全飼料中総鰐料からの TDNが30%)

安給与し，中期以緯(16か丹齢以降)の粗鋼料給与レベ

ルに差をつけたところ， L区の 4頭全てにロース芯の変

形が認められた. したがって，肥育中期の粗鋼料給与レ

ベルがロース芯の変形に影響すると推察される.

肥育牛の体脂肪の脂紡酸組成は，月齢あるいは肥育の

程度が進むにつれて不飽和脂肪酸の割合が増加すると

われており4.81今聞の試験においても皮下脂肪の不錨

和脂肪酸割合は月齢が進むにつれて増加しており向様の

結果が得られた.脂肪酸組成は，粗鰐料の給与割合が増

加すると不錦和脂肪酸割合が低下するとの報告があ

り5，6，山3) 今回の試験でも22か月齢の皮下脂肪の不飽和

脂肪酸割合はL区が高い傾向を示した.枝肉脂肪の脂訪

酸組成では C18:2がL区よりも日毘で有意に高くなっ

たが，金不飽和脂肪酸割合は各震で悲が見られなかった.

木村ら 5)は黒毛和種を用いて全鰐料中華畳飼料からのTDN

給与割合を25%と15%とし，脂肪駿組成への影響を寵ベ

た結果， 25%区は15%区に比べC18:0が高く， C18: 1 

が低くなったと報告している.これらのことから粗飼料

の給与割合が20%以下では不飽和脂肪酸割合に大きく影

響しないと推察される.

以上の結果から，肥背中期以降に粗館料の給与量を極

端に少なくすると増体は良くなるが，ロース芯が変形す

ることが分かった.逆に粗飼料を高レベル給与すると増

体量が低下すると考えられる.但馬牛去勢牛の粗飼料給

与レベルは粗鰐料からの TDN給与割合として肥育中期

では15%，後期では10%が適当と考えられる.
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